
医療計画の見直しについて 

 

平成 23 年 12 月 16 日  

医療計画の見直し等に関する検討会  

 

本検討会では、概ね平成２５年度より始まる都道府県の新たな医療計画が、

医療の需給状況や患者の疾病構造の変化を踏まえて策定され、また、適切

な評価・見直しにより医療計画の実効性が高まるよう、これまで 9 回にわたり

議論を重ね、見直しにあたっての主な考え方を取りまとめることとした。 

厚生労働省においては、ここに示された考え方を踏まえて、「医療計画作成

指針」等の改定に当たることを希望する。 

 

1．二次医療圏の設定について 

二次医療圏の人口規模が医療圏全体の患者の受療動向に大きな影響を

与えており、二次医療圏によっては当該圏域で医療提供体制を構築すること

が困難なケースもある。 

「医療計画作成指針」において、一定の人口規模及び一定の患者流入・流

出割合に基づく、二次医療圏の設定の考え方を明示し、都道府県に対して、

入院に係る医療を提供する一体の区域として成り立っていないと考えられる

場合は、見直しを行うよう促すことが必要である。 

 

２．疾病・事業ごとの PDCA サイクルの推進について 

疾病・事業ごとに効率的・効果的な医療体制を構築するためには、医療計

画の実効性を高める必要があり、そのため、 

・まず、全都道府県で入手可能な指標等を指針に位置づけ、都道府県がそ

の指標を用いて現状を把握すること 

・さらに、把握した現状を基に課題を抽出し、課題を解決するに当たっての

数値目標を設定し、その目標を達成するための施策等を策定すること 

・また、定期的な評価を行う組織（医療審議会等）や時期（１年毎等）を明記

し、施策等の進捗状況等の評価を行うとともに、必要に応じて施策等を見

直すこと 

・最後に、これらの情報を住民等に公開すること 

といったプロセスを「医療計画作成指針」に明示することが必要である。 
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３．在宅医療に係る医療体制の充実・強化について 

医療連携体制の中で在宅医療を担う医療機関等の役割を充実・強化する

ため、「在宅医療の体制構築に係る指針」を示し、医療計画に定める他の疾

病・事業と同様に、在宅医療について、介護保険事業（支援）計画との連携を

考慮しつつ、都道府県が達成すべき数値目標や施策等を記載することにより、

医療計画の実効性が高まるよう促すことが必要である。 

 

４．精神疾患の医療体制の構築について 

医療計画に定める疾病として新たに精神疾患を追加することとし、「精神疾

患の医療体制構築に係る指針」を策定することにより、都道府県において、障

害福祉計画や介護保険事業（支援）計画との連携を考慮しつつ、病期や個別

の状態像に対応した適切な医療体制の構築が行われるよう促すことが必要

である。 

 

５．医療従事者の確保に関する事項について  

今後、医療従事者の確保を一層推進するために、医療対策協議会による

取り組み等に加えて、地域医療支援センターにおいて実施する事業等（地域

医療支援センター以外の主体による同様の事業を含む。）を医療計画に記載

し、都道府県による取り組みをより具体的に盛り込むことが必要である。 

 

６．災害時における医療体制の見直しについて 

東日本大震災で認識された災害医療等のあり方に関する課題に対し、「災

害医療等のあり方に関する検討会」（座長：大友 康裕 東京医科歯科大学教

授）が開催され、災害拠点病院や広域災害・救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）

や災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）のあり方、中長期的な災害医療体制整備の

方向性等が検討され、報告書がとりまとめられた。今後、都道府県が医療計

画を策定する際に、本報告書で提案された内容を踏まえた適切な災害医療

体制を構築するよう、促すことが必要である。 
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「医療計画の見直し等に関する検討会」構成員名簿 

 

 

（氏 名）        （役 職） 

 

伊
い

 藤
と う

 伸
しん

 一
いち

    日本医療法人協会副会長 

尾
お

 形
がた

 裕
ひろ

 也
や

    九州大学大学院医学研究院教授 

神
かん

 野
の

 正
まさ

 博
ひろ

    全日本病院協会副会長 

齋
さい

 藤
と う

 訓
のり

 子
こ

    日本看護協会常任理事 

佐
さ

 藤
と う

   保
たもつ

    日本歯科医師会常務理事 

末
すえ

 永
なが

 裕
ひろ

 之
ゆき

    日本病院会副会長 

鈴
すず

 木
き

 邦
く に

 彦
ひこ

    日本医師会常任理事 

中
なか

 沢
ざわ

 明
あき

 紀
のり

    神奈川県保健福祉局保健医療部長 

長
なが

 瀬
せ

 輝
てる

 諠
よし

    日本精神科病院協会副会長 

伏
ふし

 見
み

 清
きよ

 秀
ひで

    東京医科歯科大学大学院教授  

布
ふ

 施
せ

 光
みつ

 彦
ひこ

    健康保険組合連合会副会長 

○  武
む

 藤
と う

 正
まさ

 樹
き

    国際医療福祉大学大学院教授 

山
やま

 本
もと

 信
のぶ

 夫
お

    日本薬剤師会副会長 

吉
よし

 田
だ

 茂
しげ

 昭
あき

    青森県立中央病院長 

 
 
 

五十音順、敬称略 
○：座長 
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「医療計画の見直し等に関する検討会」検討経過 

 
第１回  平成 22 年 12 月 17 日 (金 )  

・医療計画制度の現状と課題等について  
 
第２回  平成 23 年 2 月 18 日 (金 )  

・医療計画の新たな評価手法の導入等について  

参考人：東京医科歯科大学･河原教授  
 
第３回  平成 23 年 2 月 28 日 (金 )  

・各都道府県の医療計画への取り組み状況について  

参考人：千葉県健康福祉部・井上理事  

：山口県宇部環境保健所・惠上所長  

：青森県健康福祉部・大西保健医療政策推進監  
 
第４回  平成 23 年 5 月 23 日 (月 )  

・災害医療及び医療連携のための実際的手法等について  

参考人：小井土ＤＭＡＴ事務局長  

（国立病院機構災害医療センター臨床研究部長）  

：国際医療福祉大学大学院・高橋泰教授  

：順天堂大学医学部公衆衛生学講座･田城准教授  
 
第５回  平成 23 年 7 月 13 日（水）  

・在宅医療の現状と課題について  

参考人：慶応大学医学部・武林教授  

：（独）国立長寿医療研究センター・鳥羽病院長  
 
第６回  平成 23 年 10 月 6 日（木）  

・精神疾患の医療体制について  

・二次医療圏の設定のあり方、指標の設定・評価のあり方について  

参考人：東京医科歯科大学･河原教授  

：（独）国立精神・神経医療研究センター病院・安西副院長  

：（独）国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所・伊藤部長 
 
第７回  平成 23 年 10 月 31 日（月）  

・在宅医療の方向性について  
 
第８回  平成 23 年 11 月 16 日（水）  

・「精神疾患の医療体制構築に係る指針」について  

・PDCA サイクルの推進のための疾病・事業ごとの指針の見直しについて  
 
第９回  平成 23 年 12 月 7 日（水）  

・医療計画の見直しについて  

・「精神疾患の医療体制構築に係る指針」について  
 
第 10 回  平成 23 年 12 月 16 日（金）  

・「精神疾患の医療体制構築に係る指針」の骨子について  

・「在宅医療の体制構築に係る指針」の骨子について  

・医療計画の見直しについて（意見とりまとめ）  

※ 参考人の役職名は当時のものである。 
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を
標
榜
す
る

一
般
病
院
、
精
神
科
診
療
所
、
薬
局
、

●
精
神
科
病
院
、
精
神
科
を
標
榜
す
る
一
般

病
院
、
精
神
科
診
療
所
、
在
宅
医
療
を
提
供

す
る
関
係
機
関
、
薬
局
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
相

健
・
介

護
予

防
・
母

子
保

健
・
学

校
保

健
・
児

童
福

祉
・
地

域
福

祉
）

精
神
科
診
療
所
、
薬
局
、
保
健
所
、
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

等
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
談
支
援
事
業
所
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

職
場
の
産
業
医
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
域
障

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

等

●
精

神
科

医
と
の

連
携

推
進

（
Ｇ
Ｐ
（
身

体
科

と
●
患

者
の

状
況

に
応

じ
て
、
適

切
な
精

神
科

医
療

を
提

供
●
患

者
の

状
況

に
応

じ
て
、
適

切
な
外

来
医

医
療

機
関

に
求

め
ら
れ

る
事

項

●
国
民
の
精
神
的
健
康
の
増
進

の
た
め
の
普
及
啓
発
、
一
次
予

防
に
協

力
す
る

●
地
域
保
健
、
産
業
保
健
領
域

等
と
の
連
携

精
神

科
）
連

携
事

業
へ

の
参

画
等

）
●
か

か
り
つ
け
の

医
師

等
の

対
応

力
向

上
研

修
へ
の
参
加

●
保
健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携 ●
必
要
に
応

じ
ア
ウ
ト
リ

チ
（
訪

問
支

援
）
の

神
科

医
療

を
提

供
●
医

師
、
薬

剤
師

、
保

健
師

、
看

護
師

、
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

臨
床
心
理
技
術
者
等
の
多
職
種
チ
ー

ム
に
よ
る
支

援
体

制
●
緊
急
時
の
対
応
体
制
や
連
絡
体
制

療
や

訪
問

診
療

等
を
提

供
●
必
要
に
応
じ
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
支
援
）

を
提

供
●
緊
急
時
の
対
応
体
制
や
連
絡
体
制
の
確

保 ●
各
種
の
サ

ビ
ス
事
業
所
等
と
連
携
し

等
と
の
連
携

等
●
必
要
に
応

じ
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪

問
支

援
）
の

提
供

等

●
緊
急
時
の
対
応
体
制
や
連
絡
体
制

の
確
保

等

●
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
連
携
し
、

生
活

の
場

で
必

要
な
支

援
を
提

供
等
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精
神

疾
患
の
医
療
体
制
（
案
）

【
状
態
像
】

急
性

増
悪

の
場

合
専

門
医

療
の

場
合

身
体

合
併

症
（
急

性
疾

患
）
の

場
合

身
体

合
併

症
（
専

門
的

な
疾

患
）
の

場
合

機
能

急
性
増
悪
し
た
患
者
に
、
速
や
か
に
精

神
科

救
急

医
療

を
提

供
専

門
的

な
精

神
科

医
療

を
提

供
身

体
合

併
症

を
有

す
る
精

神
疾

患
患

者
に
、

速
や
か
に
必

要
な
医

療
を
提

供
専

門
的

な
身

体
疾

患
を
合

併
す
る
精

神
疾

患
患
者
に
必

要
な
医

療
を
提
供

神
科

救
急

医
療

を
提

供
速

必
要

な
医

療
を
提

供
患

患
者

必
要

な
医

療
を
提
供

目
標

24
時
間
36

5 日
、
精
神
科
救
急
医
療
を

提
供

で
き
る

児
童

精
神

医
療

（
思

春
期

を
含

む
）
、

依
存
症
、
て
ん
か
ん
等
の
専
門
的
な

精
神

科
医

療
を
提

供
で
き
る
体

制
を

少
な
く
と
も
都

道
府

県
単

位
で
確

保
す
る

24
時
間
36

5 日
、
身
体
合
併
症
を
有
す
る
救

急
患

者
に
適

切
な
救

急
医

療
を
提

供
で
き
る

専
門

的
な
身

体
疾

患
（
腎

不
全

、
歯

科
疾

患
等

）
を
合

併
す
る
精

神
疾

患
患

者
に
必

要
な

医
療

を
提

供
で
き
る

す
る

関
係
機
関

保
健
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
精

神
医
療
相
談
窓
口
、
精
神
科
救
急
情
報

セ
ン
タ
ー
、
精
神
科
病
院
、
精
神
病
床
を

有
す
る
一
般
病
院
、
精
神
科
診
療
所

各
領
域
の
専
門
医
療
機
関

等
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
一
般
の
救
急
医
療
機

関
、
精
神
科
病
院
、
精
神
科
を
標
榜
す
る
一

般
病
院

等

精
神
病
床
を
有
す
る
一
般
病
院
、
人
工
透
析

等
が
可
能
な
専
門
医
療
機
関
、
精
神
科
病

院
、
精
神
科
診
療
所
、
一
般
病
院
、
一
般
診

療
所

歯
科
診
療
所

等
有
す
る

般
病
院
、
精
神
科
診
療
所

等
般
病
院

等
療
所
、
歯
科
診
療
所

等

●
精
神
科
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
で
き

●
各
領
域
に
お
け
る
、
適
切
な
診
断
・

検
査
・
治

療
を
行

な
え
る
体

制
を
有

●
身

体
合

併
症

と
精

神
疾

患
の

両
方

に
つ
い

て
適

切
に
診

断
で
き
る
（
一

般
救

急
医

療
機

関
と
精
神
科
医
療
機
関
と
が
連
携
）

●
精
神
病
床
に
つ
い
て
は
、
身
体
科
や
身
体

疾
患

に
対

応
で
き
る
医

師
や

医
療

機
関
の

医
療
機
関

に
求

め
ら
れ

る
事
項

●
精
神
科
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
で
き

る
設

備
を
有

す
る
（
検

査
、
保

護
室

等
）

●
地
域
の
精
神
科
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム

に
参

画
●
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

等

検
査

治
療

を
行

な
え
る
体

制
を
有

す
る

●
各

領
域

ご
と
に
必

要
な
保

健
、
福

祉
等
の
行
政
機
関
等
と
連
携

●
他
の
都
道
府
県
の
専
門
医
療
機
関

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

す
る

関
と
精
神
科
医
療
機
関
と
が
連
携
）

●
精
神
病
床
で
治
療
す
る
場
合
は
、
身
体
疾

患
に
対

応
で
き
る
医

師
や

医
療

機
関

の
診

療
協

力
を
有

す
る

●
一
般
病
床
で
治
療
す
る
場
合
は
、
精
神
科

リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
（
多

職
種

チ
ー
ム
）
や

精
神

疾
患

に
対

応
で
き
る
医

師
や

医
療

機
関
の

診
療

協
力

を
有

す
る

●
一

般
病

床
に
つ
い
て
は

、
精

神
科

リ
エ
ゾ

ン
チ
ー
ム
（
多

職
種

チ
ー
ム
）
や

精
神

科
医

療
機

関
の

診
療

協
力

を
有

す
る

●
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携

等
科

医
療

機
関

の
診

療
協

力
を
有

す
る

●
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携

等
等
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精
神
疾

患
の
医
療
体
制
（
案
）

【
う
つ
病
の
場
合
】

【
予

防
】

【
ア
ク
セ
ス
】

【
治

療
～

回
復

】
【
回

復
～

社
会

復
帰
】

機
能

う
つ
病

の
発

症
予

防
症

状
が

出
て
か

ら
精

神
科

医
に
受

診
で
き
る

機
能

適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

退
院
に
向
け
た
支
援
を
提
供

再
発

を
予

防
し
て
地

域
生

活
を
維

持
社

会
復

帰
（
復

職
等

）
に
向

け
た
支

援
、
外

来
医

療
や

訪
問

診
療

等
を
提

供

目
標

う
つ
病

の
発

症
を
防

ぐ

●
症

状
が

出
て
か

ら
精

神
科

医
に
受

診
で
き
る

ま
で
の

期
間

を
短

縮
す
る

●
う
つ
病

の
可

能
性

に
つ
い
て
判

断
が

で
き
る

●
う
つ
病

の
正

確
な
診

断
が

で
き
、
う
つ
病

の
状
態
に
応
じ
た
質
の
高
い
医
療
の
提
供

●
退

院
に
向

け
て
病

状
が

安
定

す
る
た
め
の

支
援

を
提

供

●
で
き
る
だ
け
長

く
、
地

域
生

活
を
継

続
で
き
る

●
社

会
復

帰
（
復

職
等

）
の

た
め
の

支
援

を
提

供
●
急

変
時

に
い
つ
で
も
対

応
で
き
る

関
係
機
関

保
健
所
、
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
等

の
保

健
・
福

祉
等

の
関

係
機

関
（
地

域
保

健
・
産

業
保

健
・
学

校
保
健
等
）

一
般

の
医

療
機

関
（
か

か
り
つ
け
の

医
師

）
、

精
神
科
病
院
、
精
神
病
床
を
有
す
る
一
般
病

院
、
精
神
科
診

療
所
、
救
急
医

療
機
関
、
薬
局

、
保
健
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
職
場
の

産
業
医

等

精
神
科
病
院
、
精
神
病
床
を
有
す
る
一
般

病
院
、
精
神
科
診
療
所
、
薬
局
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等

精
神
科
医
療
機
関
、
薬
局
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所

、
相

談
支

援
事

業
所

、
介

護
サ

ー
ビ
ス
事

業
所

職
場
の
産
業
医
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
域
障
害
者
職

業
セ
ン
タ
ー

等
校
保
健
等
）

産
業
医

等

●
内

科
等

身
体

疾
患

を
担

当
す
る
医

師
（
救

急

●
う
つ
病

と
う
つ
状

態
を
伴

う
他

の
疾

患
に

つ
い
て
鑑

別
診

断
で
き
る

●
う
つ
病

の
重

症
度

を
評

価
で
き
る

●
患

者
の

状
況

に
応

じ
て
、
適

切
な
外

来
医

療
や

訪
問

診
療

等
を
提

供

医
療
機
関

に
求

め
ら
れ

る
事
項

●
う
つ
病

に
関

す
る
知

識
の
普
及
啓
発
、
一
次
予
防

に
協

力
す
る

●
地
域
保
健
、
産
業
保
健

領
域
等
と
の
連
携

●
内

科
等

身
体

疾
患

を
担

当
す
る
医

師
（
救

急
医

、
産

業
医

を
含

む
。
）
と
精

神
科

医
と
の

連
携
会
議
等
（
Ｇ
Ｐ
連
携
事
業
等
）
へ
の
参
画

●
自

殺
未

遂
者

や
う
つ
病

等
に
対

す
る
対

応
力
向
上
の
た
め
の
研
修
等
へ
の
参
加

●
保
健
所
等
の
地
域
、
職
域
等
の
保
健
医
療

●
重
症
度
に
応
じ
て
、
薬
物
療
法
及
び
精
神

療
法

等
の

非
薬

物
療

法
を
含

む
適

切
な
精

神
科

医
療

を
提

供
で
き
、
必

要
に
応

じ
て
、

他
の

医
療

機
関

と
連

携
で
き
る

●
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、
看
護
師
、
作

業
療
法
士

精
神
保
健
福
祉
士
等
の
多
職

●
生
活
習
慣
な
ど
の
環
境
調
整
等
に
関
す
る
助
言

が
で
き
る

●
緊
急
時
の
対
応
体
制
や
連
絡
体
制
の
確
保

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
等

と
連

携
に
よ
り
、
就

職
、
復

職
等

に
必

要
な
支

援
を

提
供

る
事
項

領
域
等
と
の
連
携

等
保
健
所
等
の
地
域
、
職
域
等
の
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携

等

業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
多
職

種
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
体
制

●
産

業
医

等
を
通

じ
た
連

携
に
よ
り
、
復

職
に
必

要
な
支

援
を
提

供
等

提
供

●
産

業
医

等
を
通

じ
た
連

携
に
よ
り
、
就

労
継

続
に

必
要

な
支

援
を
提

供
等

※
う
つ
病

に
関

連
す
る
施

策
：
う
つ
病

に
対

す
る
医

療
な
ど
の

支
援

体
制

の
強

化
（
G
‐P
連
携
事
業
）
、
か
か
り
つ
け
医
等
心
の
健
康
対
応
力
向
上
研
修
事
業

、
自

殺
未

遂
者

・
自

殺
者

遺
族

ケ
ア
対

策
事

業
、
認

知
行

動
療

法
研

修
事

業
等
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○
認
知
症
の
医
療
計
画
に
つ
い
て
は
、
精
神
疾
患
の
医
療
計
画
イ
メ
ー
ジ
案
を
参
考
に
、

精
神
疾
患
に
関
す
る
医
療
計
画

【
認
知
症
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
病
期

】
と
し
て

①
認

知
症
の
進
行
予
防
、

②
専
門
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

③
地

域
生

活
維

持

【
状
態
像
】
と
し
て

④
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
や
身
体
疾
患
等
が
悪
化
し
た
場
合

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
、
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
事
項
等
を
作
成
す
る
。

○
医
療
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
地
域
精
神
保
健
医
療
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
チ
ー
ム
（
第
２
Ｒ
）

の
検
討
を
踏
ま
え
、
医
療
体
制
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
方
向
性
を
盛
り
込
ん
で
作
成
す
る
。

①
認

知
症

の
方

の
地

域
で
の
生
活
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
（
診

断
機

能
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪

問

支
援
）
や
外
来
機
能
、
入
院
機
能
等
）
を
、
家
族
や
介
護
者
も
含
め
て
提
供
で
き
る
よ
う
な
医
療
体
制
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。

②
認
知
症
の
早
期
か
ら
、
専
門
医
療
機
関
に
よ
る
正
確
な
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
専
門
医
療
機
関
の
整
備
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

③
知

症
疾

患
療

タ
期

詳
細
な
診

急
性

期
院

療
を
提

供
す
る

在
③

認
知

症
疾

患
医
療

セ
ン
タ
ー
に
は
、
早

期
の
詳

細
な
診

断
や
、
急

性
期
の
入
院
医
療

を
提

供
す
る
ほ

か
、
在

宅
医
療
を
担
当
す
る
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
連
携
し
、
地
域
で
の
生

活
を
支
え
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

④
認
知
症
の
退
院
支
援

地
域
連
携
ク
リ
テ

カ
パ

の
導
入
等
を
通
じ
て

認
知
症
の
方
の
退
院
支
援
に

④
認

知
症

の
退

院
支

援
・
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
導
入
等
を
通
じ
て
、
認

知
症

の
方

の
退

院
支

援
に

当
た
っ
て
、
精
神
科
医
療
機
関
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
携
を
進
め
る
。

○
認
知
症
の
医
療
計
画
に
つ
い
て
は

新
た
に
省
内
関
係
部
局
に
よ
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ

ム
（
「
認
知
症
施
策
検
討

○
認
知
症
の
医
療
計
画
に
つ
い
て
は

、
新
た
に
省
内
関
係
部
局
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
「
認

知
症

施
策

検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
主
査
：
藤
田
政
務
官
）
」
）
を
設
置
（
１
１
月
２
９
日
）
し
、
厚
生
労
働
省
全
体
の
認
知
症
施
策
を

検
討
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る
。

第
10

回
医

療
計

画
の

見
直

し
等

に
関

す
る
検

討
会

平
成
23

年
12

月
16

日
）
資

料
一

部
改

変
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３．在宅医療の推進について 

 国民の６０%以上が、人生の最期を迎える際の療養場所として、「自宅」を望んでお

り、また、２０３０年には年間死亡者数が、現在よりも４０万人増加することが見込

まれている。こうした多死社会において国民の希望に応える療養の場および看取りの

場を確保するための受け皿として在宅医療・介護の推進は喫緊の課題である。 

可能な限り住み慣れた生活の場で、必要な医療・介護サービスを受けられる体制を 

構築することを目的として、平成２４年度予算案において、「在宅医療・介護推進プロ 

ジェクト」として３５億円を盛り込んだところであり、在宅医療・介護を推進するた 

めに必要な①在宅チーム医療を担う人材の育成、②実施拠点となる基盤整備、③個別 

の疾患等に対応したサービスの充実・支援への取組みを支援していく。 

 医政局全体では、①在宅チーム医療を担う人材の育成に１．１億円、②実施拠点と 

なる基盤の整備に２０．５億円、③個別の疾患等に対応したサービスの充実・支援に 

８．１億円を計上した。具体的な事業内容については、下記のとおりである。 

 

①在宅チーム医療を担う人材の育成 

（多職種協働による在宅チーム医療を担う人材育成事業） １．１億円 

 ○ 在宅医療においては、医師・歯科医師・薬剤師・看護職員・ケアマネジャー・介護

職等の多職種が各々の専門知識を活かし、積極的な意見交換や情報共有を通じて、協

力して患者・家族の質の高い生活を支えるチーム医療が重要である。 

 ○ このため、平成２４年度予算案において、在宅チーム医療を担う人材育成事業を新

規事業として盛り込んでおり、医師・歯科医師・薬剤師・看護職員・ケアマネジャー

等が職種間相互の理解を深め、医療と介護の連携を図ることで、多様なニーズを持つ

在宅療養中の患者に対して、質の高い在宅医療・介護を提供できる人材を育成するた

めの研修を行うこととしている。 

   具体的には、 

   ・国が各都道府県で中心的な役割を担う者（都道府県の行政担当者、地域の在宅医

療関係者等）に対し、在宅チーム医療についての研修を行い、それぞれの都道府

県内で地域リーダー研修の指導者としての役割を担ってもらう（都道府県リーダ

ー研修） 

   ・市町村単位で研修に参加する医師、歯科医師、薬剤師、看護職員、ケアマネジャ

ー等の在宅医療従事者に対して、都道府県リーダーが多職種協働による在宅チー

ム医療についての研修を行う（地域リーダー研修） 

   こととなっており、各都道府県においては都道府県リーダー研修への参加と地域リ 

ーダー研修の実施等について、ご協力をお願いしたい。 
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②実施拠点となる基盤の整備 

（在宅医療連携拠点事業） ２０．５億円（重点化措置分１０．１億円、復旧・復興分１０．４億円） 

 ○ 在宅医療の推進のためには、医療・介護にまたがる様々な支援を包括的・継続的に

提供する連携体制の構築が重要である。 

 ○ このため、平成２４年度予算案において、在宅医療を提供する機関等を連携拠点と

し、下記の事業を行うこととしている。 

・地域の医療・介護関係者による協議の場を定期的に開催し、在宅医療における連 

携上の課題の抽出及びその対応策の検討等を実施していること 

・地域の医療・介護資源の機能等を把握し、地域包括支援センター等と連携しなが 

ら、医療・介護にまたがる様々な支援を包括的かつ継続的に提供するよう関係機 

関との調整を行うこと 

   ・質の高い在宅医療をより効率的に提供するため、２４時間体制を構築するための 

ネットワーク化やチーム医療を提供するための情報共有の促進を図ること 

・在宅医療に関する研修及び普及啓発を実施すること 

事業の実施に向けて、貴管内の医療機関等への周知について、ご協力をお願いしたい。 

（対象経費）人件費、在宅医療に必要なネットワーク構築経費、会議費、実態調 

査費、消耗品費等 

（か 所 数）４８か所 

 ○ また、災害時においても、在宅医療を必要とする人が安心して医療サービスが受け 

られる体制づくりを進めるために、平成２４年度復旧・復興関連施策にも当事業が盛 

り込まれている。具体的には、上記の内容に加えて、災害時に必要な備品の整備を併 

せて行うこととしており、貴管内の医療機関等への周知について、ご協力をお願いし 

たい。 

（対象経費）人件費、在宅医療に必要なネットワーク構築経費、会議費、実態調 

査費、消耗品費、備品費等 

（か 所 数）４８か所 

 

③個別の疾患等に対応したサービスの充実・支援 

（国立高度専門医療研究センターによる在宅医療等推進のための研究事業） ６．４億円 

 ○ 個別の疾患ごとに在宅医療を推進するための課題は異なっている。また、東日本大

震災の被災地では、従来からの医師不足に加えて、医療施設が被害を受けるなど在宅

医療に関するニーズが高まっている。 

 ○ このため、平成２４年度予算案においても、 

   ・国立高度専門医療研究センターの専門性を活かして、個別の疾患等の特性に応じ

た研究を実施するので、ご協力をお願いしたい。 
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（在宅介護者への歯科口腔保健推進事業） １．０億円 

  ○ 高齢者や障害者の健康の保持・向上には、日常生活での歯科疾患の予防に向けた取組

等による口腔の健康の保持（歯科口腔保健）が重要であり、特に在宅療養者の健康の

保持・向上には、歯科口腔保健について、在宅療養者を介護する家族等（在宅介護者）

の理解が必要である。 

○ このため、平成２４年度予算案においては、在宅療養者の歯科疾患予防の取組や在宅

介護者への歯科口腔保健の知識等の普及を推進するため、在宅歯科診療を実施する歯

科診療所等に対して、口腔ケアに必要な機器等の整備を行う「在宅介護者への歯科口

腔保健推進事業」を実施することとしているので、積極的な活用を図られたい。 

  

（在宅医療推進のための看護業務の安全性等検証事業） ０．７億円 

  ○ 患者・家族が希望する在宅医療を広く実現するため、平成 24 年度予算案では、専門

的な臨床実践能力を有する看護師が、医師の包括的指示を受け、看護業務を実施でき

る仕組みの構築等に向け、業務の安全性や効果の検証事業を盛り込んでいる。 

  ○ 本事業は検証を実施する施設への支援となるが、各都道府県におかれても、本事業

をご承知置きいただきたい。 

 

 

 このほか、地域における在宅医療の計画的な推進のため、医療計画に在宅医療について 

の達成すべき目標や医療連携体制等を記載していただくことを考えているが、その内容に 

ついては、「医療計画の見直しについて」を参照していただきたい。 
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病

気
を
持
ち
つ
つ
も
可

能
な
限

り
住

み
慣

れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
「
生
活
の
質
」
を
重
視

 
 

 
す
る
医

療
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
  

 ○
 
こ
の

た
め
、
在

宅
医
療
を
提
供
す
る
機
関
等

を
連

携
拠

点
と
し
て
、
多

職
種
協

働
に
よ
る
在

宅
医
療
の
支
援
体
制
を
構
築
し
、
医
療
と
介
護
が
連

 
 

 
携

し
た
地
域

に
お
け
る
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
在

宅
医

療
の
提

供
を
目
指

す
。

 
 

 

在
宅

医
療
連
携

拠
点
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

 

   
   

   
   

   
   

   
 【

24
年

度
要
求
額

 
：
１
８
０
４
百
万
円

 
】
 

       

２
４
時

間
連
携
体
制
、
チ
ー
ム
医
療
提

供
 

事
業

報
告
書
の
作
成

 
・
多

職
種

連
携

の
検

討
会

に
お
い
て

 
 

 
抽

出
さ
れ

た
課

題
と
解

決
策

 
・
２
４
時

間
体

制
や

チ
ー
ム
医

療
体

 
 
制

の
実

現
方

法
や

課
題

 
・
効

率
的

な
医

療
提

供
の

た
め
の

ア
 

 
ウ
ト
リ
ー
チ
や

活
動

内
容

 
 

 
 

 
・
連

携
拠

点
を
担

う
医

療
機

関
の

医
 

 
師

の
役

割
や

機
能

 
・
ＩＴ
を
利

用
し
た
多

職
種

間
の

情
報

 
 
共

有
の

あ
り
方

 
 

 
 

 
 

 
 

 
等

 

事
業

終
了

後
 

・
デ
ー
タ
収

集
・
分

析
を
通

じ
て
、

在
宅

医
療

連
携

拠
点

が
地

域
に

お
い
て
必

要
な
役

割
を
果

た
す

た
め
の

条
件

を
見

出
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
げ
る

 
・
好

事
例

の
情

報
を
広

く
関

係
者

に
提

供
し
、
在

宅
医

療
の

取
組

み
の

全
国

的
な
向

上
を
図

る
 

 □
 在

宅
医

療
連

携
拠

点
事

業
 

予
算

案
 

 
2
,0

5
8
百

万
円

 
（
H

2
3
 1

0
9
百

万
円

）
 

重
点

化
分

 
 

 
1
,0

1
0
百

万
円

 
復

旧
・
復

興
分

 
1
,0

4
8
百

万
円

 

・
人

材
育
成
に
関
し

て
積

極
的
な
役
割

を
担

う
 

・
医

療
福
祉
従
事
者

及
び
住

民
に
対
す

る
普

及
啓
発
を
行
う

 
 

連
携

拠
点
に
配
置

さ
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資

格
を
持

つ
看
護
師

と
Ｍ
Ｓ
Ｗ
等
が
地
域
の

医
療
・

介
護

を
横
断
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
病
気
を

持
ち
な
が
ら
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

過
ご
す
こ
と
が
可
能
と
な
る

 

情
報
共
有
・
連
携

 

情
報
共
有
・
連

携
 

情
報
共
有
・
連
携

 
地

域
の

診
療
所
、
薬
局
、
訪
問
看
護

 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
等

 

退
院

支
援
の

サ
ポ
ー
ト

 

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

複
合

型
サ

ー
ビ
ス

 
事

業
所

等
 

    

医
療

と
介
護
の
協
働

 

保
健

所
 

情
報
共
有
・
連
携

 

人
材

の
育
成
・普

及
啓
発

 

病
院

（
急
性

期
、
亜
急
性
期
、
回
復
期
）

 

看
護
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

 

※
復

旧
・復

興
分
で
実
施
す
る
事
業
は
、
災
害
時
に

 
 

 
必

要
な
備
品
の
整
備
を
追
加

 
 

在
宅

医
療

連
携

拠
点

 
（
在

宅
療
養
支
援
病
院
・
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等

）
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 【

23
年

度
概

算
要

求
額

 
13

8,
31

4千
円

 
（
 

0千
円

）
】

 

【
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

モ
デ
ル
】

 
 
訪

問
診

療
を
行

い
、
自

宅
で
の

療
養

を
サ

ポ
ー
ト
す
る

 
 
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

が
連

携
拠

点
と
な
る
（
有
床

 
 
診

に
お
い
て
は

、
在

宅
療

養
支

援
の

た
め
の

病
床

運
 

 
営

の
あ
り
方

を
含

め
検

討
）

 

 【
在

宅
療

養
支
援

病
院
モ
デ
ル
】

 
 
診

療
所

と
同

様
に
在

宅
医

療
の
担

い
手
と
な
っ
て
い
る

 
 

 
在

宅
療

養
支

援
病

院
が
連

携
拠
点

と
な
る
（
在

宅
療

養
支

援
の

た
め
の

病
床

運
営
の

あ
り
方

を
含
め
検

討
）

 
 

【
訪

問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
】

 
 
医

療
と
介

護
の

要
と
し
て
機

能
し
て
い
る
訪

問
看

護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が

連
携

拠
点

と
な
る

 

 【
市

町
村

主
導
モ
デ
ル
】

 
 
患

者
の

日
常

圏
域

に
お
け
る
行
政

を
つ
か

さ
ど
る
市

町
村
が

地
域

の
医

療
福
祉
従

事
者
を
結

び
つ
け
る
役
割

を
担
う

 
 

【
精

神
疾

患
モ
デ
ル
】

 
 
統

合
失

調
症

患
者

や
う
つ
病

患
者

も
医

療
的

・
福

祉
的

支
援

を
受

け
な
が

ら
地

域
で
療

養
で
き
る
体

制
に
つ
い
て
の

検
討

を
行

う
 

 【
過

疎
地

域
モ
デ
ル
】

 
 
山

間
地

域
等

で
の

医
療

と
介

護
の

連
携

の
あ
り
方

に
つ
い
て

の
対

応
策

を
検

討
す
る

 
 

【
が

ん
患

者
モ
デ
ル
】

 
痛

み
や

苦
痛

症
状
を
緩

和
し
な
が

ら
自
分
ら
し
い
生
活
を
送

る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
つ
い
て
の

検
討

を
行

う
 

 

【
小

児
患

者
モ
デ
ル
】

 
 
Ｎ
ＩＣ

Ｕ
退

院
者

等
の

サ
ポ
ー
ト
体

制
な
ど
、
子

ど
も
が

在
宅

で
生

活
す
る
上
で
の
必

要
な
対
応

策
を
検
討

す
る

 

【
障

害
患

者
モ
デ
ル
】

 
 
障

害
者

が
可

能
な
限

り
住

み
慣

れ
た
場

所
で
生

活
で
き
る
よ

う
必

要
な
サ

ポ
ー
ト
体

制
に
つ
い
て
の

検
討

を
行

う
 

【
難

病
・
疾
病

患
者
モ
デ
ル
】

 
 
難

病
患

者
が

可
能

な
限
り
住

み
慣
れ

た
場
所

で
生
活
で
き

る
よ
う
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
つ
い
て
の

検
討

を
行

う
 

【
認

知
症

患
者

モ
デ
ル
】

 
 
認

知
症

患
者

が
可

能
な
限

り
住

み
慣

れ
た
場

所
で
生

活
で
き
る
よ
う
必

要
な
サ

ポ
ー
ト
体

制
に
つ
い
て
の

検
討

を
行

う
 

 【
医

師
会

主
導

モ
デ
ル
】

 
 
地

域
に
お
い
て
医

療
機

関
等

を
束

ね
る
医

師
会

が
主

体
と

な
っ
て
、
地

域
の

医
療

福
祉

従
事

者
を
結

び
つ
け
る
役

割
を

担
う

 
 

 
 

 ○
デ
ー
タ
収
集

・
分
析
を
通

じ
て
、
在

宅
医

療
連

携
拠
点
が

地
域
に
お
い
て
必

要
な
役

割
を
果
た
す
た
め
の

条
件

を
見

出
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
る
。

 
○

好
事

例
の

情
報
を
広
く
関

係
者

に
提

供
し
、
在

宅
医
療
の

取
組
み

の
全
国

的
な
向
上

を
図

る
。

 
○

こ
の

事
業

か
ら
得
ら
れ

た
各

種
デ
ー
タ
や

好
事

例
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
よ
う
な
地
域
特

性
、
連

携
拠

点
と
な
る
主

体
、
対

象
疾

患
等

に
よ

 
 

 
る
各

種
モ
デ
ル
ご
と
に
整

理
・
分

析
を
行

い
活

用
す
る
。

 
 

 
 

 ■
地

域
特

性
に
よ
る
実
施
例

 
 【
都

市
型

モ
デ
ル
】

 
 
都

市
部

で
の

医
療

と
介
護

の
連

携
の

あ
り
方

に
つ
い
て
の

対
応

策
を
検

討
す
る

 
 ■
連

携
拠

点
と
な
る
主
体
に
よ
る
実
施
例

 

 
■

対
象

疾
患
等

に
よ
る
実
施
例

 

 【
保

健
所

主
導

モ
デ
ル
】

 
 
保

健
所

が
行

政
と
地

域
の

医
療

福
祉

従
事

者
を
結

び
つ

け
る
役

割
を
担

い
な
が

ら
、
在

宅
医

療
連

携
拠

点
と
な
る

 
 

 

 □
 在

宅
医

療
連

携
拠

点
事

業
の

展
開
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〔
平
成

24
年
度
要
望
枠
：

6億
円
〕 

 □
 国

立
高

度
専

門
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

 
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 在

宅
医

療
等

推
進

の
た

め
の

研
究

事
業

 
 

予
算

案
 
６
４
０
百

万
円

 

■
現

状
 

 
○

 
東

日
本

大
震

災
の
被
災
地
で
は
、
従
来
か
ら
の

医
師
不

足
に
加

え
て
、
医

療
施

設
が
被

害
を
受
け
て
お
り
在
宅
医
療
に
関
す
る
ニ
ー

 
 

 
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
震
災
か
ら
約
９
ヶ
月

が
経
過

し
て
い
る
が

、
心

理
的

な
不

安
等
に
対
す
る
ケ
ア
が
十
分
行
き
届
い
て
お
ら
ず

 
 

 
仮

設
住

宅
生

活
者
な
ど
へ
の
心
の
ケ
ア
の

取
り
組

み
は
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

 
■

事
業

概
要

 
 
○

 
国

立
高

度
専

門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の

有
す
る
特

定
の

疾
患

等
に
特

化
し
た
高

度
な
専

門
性
を
活
か
し
て
、
各
疾
患
等
の
特
性
に
応

 
 

 
じ
た
在

宅
医

療
や
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
研
究

を
実

施
し
、
被

災
地
の

医
療
復

興
を
実
現

す
る
。

 
 

■
 
国

立
高

度
専

門
医

療
研

究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

医
療

の
復

興
に
資

す
る
研

究
 

 
 

50
0百

万
円

 

■
 
国

立
高

度
専

門
医

療
研

究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
在

宅
医

療
等

推
進

の
た
め
の

研
究

 
 

 
14

0百
万

円
 

■
認

知
症

の
予

防
法
の
確
立
を
目
指
し
た
研

究
 

 
【
現

状
】

 
 

 
認
知
症

患
者

は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
患

者
の
最

も
多
い
ア
ル

ツ
ハ

イ
マ
ー
病
に
つ
い
て
は
、
予
防
法
・治

療
法
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

 
 
【
事

業
概

要
】

 
 

 
国

立
長

寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
先

制
医
療

を
可

能
と
す
る
創

薬
標

的
を
決

定
の
上
、
産
学
官
連
携
拠
点
を
整
備
し
て
、
臨
床
研

 
 

 
究

へ
の

導
出

等
を
行
う
事
に
よ
り
、
革
新
的
な
予

防
法

・治
療

法
の

確
立
を
目

指
す
。

 
■

高
齢
者

の
終

末
期
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
た
研

究
 

 
【
現

状
】

 
 

 
終

末
期

ケ
ア
を
含
む
生
活
の
質
を
重
視
し
た
医

療
と
し
て
、
在
宅

医
療
の

ニ
ー
ズ
は

高
ま
っ
て
い
る
が
、
終
末
期
の
現
状
は
様
々
で
あ
り
、

 
 

 
デ
ー
タ
が

十
分

で
は
な
い
。

 
 
【
事

業
概

要
】

 
 

 
国

立
長

寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
終

末
期
の

医
療
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
職

種
別

の
医
療
行
為
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
ア

 
 

 
ウ
ト
カ
ム
評

価
等

の
構
造
的
モ
デ
ル
を
確
立

し
て
、
終

末
期

の
医
療

を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。
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 □
 在

宅
医

療
推

進
の

た
め

の
 

 
 

 
 

 
 

 
看

護
業

務
の

安
全

性
等

検
証

事
業

 

      
 

  
○

 
患
者
・
家
族
が
希

望
す
る
在

宅
医

療
を
広

く
実
現
す
る
た
め
、
専
門

的
な
臨
床

実
践
能

力
を
有

す
る
看

護
師

＊

が
医

師
の

 
 

 
包
括
的
指
示
を
受

け
、
看

護
業

務
を
実
施

で
き
る
仕
組

み
の
構

築
に
向
け
、
業
務

の
安

全
性

や
効

果
の

検
証

を
行

う
。

 
  

 
 

 
 

 
 

 
＊

厚
生

労
働

省
は

チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
、
患
者
の
状
況

に
的
確

に
対

応
し
た
医

療
を
提

供
す
る
た
め
、
看
護

師
特
定

能
力
認
証
制
度
の
導
入
を
検
討
。

 

事
業
の
目
的

 

      
 

 

      
 

 

内
容

 

看
護

業
務

の
安

全
性
等
の
検
証

 

○
 
看
護

師
特
定

能
力

認
証

候
補
者
の
従
事
す
る
施
設

 
 

 
 
（
厚

生
労
働

省
が

指
定

）
か
ら
業
務
の
実
施
状
況
等

 
 

 
 
に
関

す
る
情

報
の

報
告

を
受
け
業
務
の
安
全
性
等

 
 

 
 
を
検

証
。

 

医
師
の
包
括
的
指
示
の
下
、
報
告
・
連
携
し
実
施

 

全
身
症
状
の
把
握
・
評
価
 
 

・
疼

痛
・
苦

痛
症
状
の
有
無
 

 
 

や
程

度
の

観
察
 

等
 

緩
和
ケ
ア
計
画
作
成
・
説
明
 

日
常

的
に
実

施
す
る

ケ
ア
 

 ◆
合
併
症

の
早
期

発
見
 

◆
感
染
徴

候
の
観

察
 

◆
栄
養
管

理
 

◆
排
泄
・

疼
痛
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
 

◆
褥
瘡
予

防
ケ
ア
 

◆
患
者
や

家
族
の
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４．災害医療について

○ 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災を受け、その対応の中で明らか

になった問題に対して災害医療体制の一層の充実を図る観点から、平成２３年７

月から、「災害医療等のあり方に関する検討会」（座長：大友 康裕 東京医科歯

科大学教授）を開催し、４回にわたり、災害拠点病院のあり方や災害派遣医療チ

ーム（ＤＭＡＴ）のあり方、災害超急性期から中長期の災害医療体制のあり方に

ついて検討し、１０月に報告書を取りまとめた。

○ 報告書の内容としては、

① 災害拠点病院については、

・耐震化：診療機能を有する施設の耐震化

・ライフライン：衛星電話の保有、衛星回線インターネットに接続できる環境

の整備、広域災害・救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）へ確実に情報を入

力する体制の整備、通常の６割程度の発電容量を備えた自家発電機の保有

及び３日分程度の燃料備蓄、受水槽の保有や井戸設備の整備及び優先的な

給水協定等による水の確保

・備蓄・流通：食料・飲料水・医薬品等の３日分程度の備蓄及び地域の関係団

体・業者との協定締結等による流通の確保

・ヘリポート：原則として病院敷地内へのヘリポート整備

・平時からの役割：ＤＭＡＴの保有及びＤＭＡＴ・医療チームを受け入れる体

制整備、救命救急センターもしくは２次救急医療機関の指定、災害時の応

急用医療資器材の貸出機能、定期的な訓練実施等

・基幹災害拠点病院：病院機能を維持するための施設の耐震化、病院敷地内へ

のヘリポート整備、複数のＤＭＡＴ保有、救命救急センター指定

を要件として明確にするとともに、その充実を図る。

② ＤＭＡＴについては、

・活動内容：阪神・淡路大震災とは異なる患者像であった今回の震災を踏ま

え、慢性期疾患へ臨機応変に対応

・活動期間：災害規模に応じたＤＭＡＴ派遣体制の整備

・通信機器：衛星携帯を含めた複数の通信手段の保有、ＥＭＩＳへ情報を入力

できる環境の整備

・指揮調整機能：各種ＤＭＡＴ本部への要員派遣強化

・後方支援：統括ＤＭＡＴ登録者のサポートや後方支援を専門とするＤＭＡＴ

ロジスティックチーム（仮称）の養成

・広域搬送：防災計画等とあわせて広域医療搬送も想定した航空搬送計画の策

定やＳＣＵ設置場所及び協力医療機関をあらかじめ定める

などの方向性で、研修内容を検討するとともに、その充実を図る。
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③ 中長期における医療提供体制については、今回の震災で各種団体の医療チー

ムの受入に課題があったことから、

・医療チーム等の受け入れや派遣について派遣元の団体と受入医療機関等のコ

ーディネート機能を担う都道府県災害対策本部内の組織（派遣調整本部（仮

称））の設置に関する計画策定

・現場でのきめ細やかな医療ニーズの把握と必要な医療チームの派遣調整を派

遣調整本部（仮称）と連携し、コーディネート機能を有する保健所管轄区域

等での地域災害医療対策会議（仮称）の設置に関する計画策定

を行い、今後の体制整備をお願いする。

④ その他、

・災害拠点病院以外の医療機関のＥＭＩＳへの加入促進

・保健所による医療機関の情報把握を引き続き推進

・都道府県及び災害拠点病院が関係機関と連携して災害時における計画をもと

に定期的な訓練を実施

についても、取り組みをお願いする。

○ 災害医療等のあり方に関する検討会報告書を踏まえ、すみやかに災害拠点病院

の要件等を規定している「災害時における初期救急医療体制の充実強化について」

（平成８年５月１０日健政発第４５１号厚生省健康政策局長通知）を改正すると

ともに、現在見直しを進めている医療計画に関する通知「疾病又は事業ごとの医

療体制について」（平成１９年７月２０日医政指発第０７２０００１号厚生労働

省医政局指導課長通知）を改正することとしている。また、ＤＭＡＴの活動を規

定している日本ＤＭＡＴ活動要領（平成１８年４月７日医政指発第０４０７００

１号厚生労働省医政局指導課長通知）については、年度内に所要の改正を行うこ

ととしている。

○ 平成２４年度予算案には、本部活動や各種研修に関するＥＭＩＳの機能強化及

びＤＭＡＴロジスティックチーム隊員の養成に関するＤＭＡＴ研修事業の増額な

どを盛り込んでいる。

○ 都道府県においては、平成２５年度からの医療計画を作成するにあたり、災害

拠点病院やＥＭＩＳ、ＤＭＡＴ、中長期の医療体制等の整備を促進するとともに、

地域防災計画等と連携した実効性ある訓練を平時から実施することなどにより、

災害時に必要な医療が十分かつ適切に提供されるような実効性のある体制を確立

していただくようお願いする。
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